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市
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い

て
議
会
の
同
意
を
賜
り
、
10
月

１
日
を
も
ち
ま
し
て
副
市
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
の
定
数
は
、
６
月
定

例
会
で
１
名
か
ら
２
名
以
内
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
に
就

任
し
た
鈴
木
副
市
長
と
共
に
、

冨
塚
市
政
３
期
目
の
重
要
政
策

に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
「
除
染
・

帰
還
・
復
興
対
策
」
を
加
速
す

る
こ
と
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た

責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
国
な
ど
で
勤
務
し

た
経
験
を
生
か
し
つ
つ
、
田
村

市
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
そ
れ

を
広
く
伝
え
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
田
村
市
の

復
興
と
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
歩
ん

で
ま
い
る
所
存
で
す
。

志村 和俊氏
茨城県出身。４４歳。
平成５年通商産業省入省。日本貿
易振興機構 ( ジェトロ ) 上海セン
ター経済情報部長、経済産業省通
商政策局経済連携課課長補佐、同
地域経済産業グループ福島産業復
興推進室室長補佐等を歴任。
任期は１０月１日から４年間。

就
任
あ
い
さ
つ

副市長に
志村氏が就任

同世代で楽しく学ぶ

仮設住宅で復興住宅デー

　団塊の世代を対象とした生涯学習スクー
ル「男快の世代教室」の移動学習が９月１４
日に行われました。大内宿や塔のへつり方
面を訪れ、参加者は悠久の時を重ねてきた
歴史ある町並みや文化、大自然が造り出し
た造形美を堪能しました。

　　　　　　 　被災地の住民を励ます復興支援
のため、全建総連田村や東京都
連合会などの建設職人が９月２２
日、船引運動場応急仮設住宅駐車
場で復興住宅デーを開きました。
東京から約５０人の建設職人が訪
れ、地元の建設職人とともにイベ
ントを運営しました。 　

　木のいすやマガジンラック、畳のコースターを作る木工工作体験コーナーなどが人気を集
め、上棟式を体験するイベントでは、仮設住宅に入居する子どもたちが柱の上に立ち、威勢
よくお餅やお菓子をまきました。焼きそばなどの無料模擬店には長蛇の列ができていました。

　常葉公民館主催の「グレイス粘土教室」
が１０月２日に開かれました。白岩美智江
さん ( 常葉町 ) の指導で、乾くと陶器のよ
うに硬くなる粘土を使ってビーチボールに
細く巻きつけ、幻想的な光を放つランプ
シェード ( 電灯のかさ ) を仕上げました。

隙間から漏れる美しい光

役職 氏名 所属 支部
代　表 佐久間初男 会長 船引
監　督 管野公治 西美田野球部 常葉
コーチ 本田東生 船引クラブ 船引
コーチ 今泉敏夫 西美田野球部 常葉
主将 佐藤芳一 七郷クラブ 船引
投手 佐藤祐介 七郷クラブ 船引
〃 野崎雄太 オール大越 大越
〃 湯佐　央 日東粉化 滝根
〃 樽井義成 瀬川 BBC 船引
〃 舞木健太 道之内ハリケーン 都路

捕手 根内貴司 都路ダイナマイツ 都路
〃 渡辺惇史 都路ダイナマイツ 都路
〃 吉田昌弘 日東粉化 滝根

内野手 美輪隆宏 川口内燃機鋳造 滝根
〃 管野　守 オプトネクサス 常葉
〃 美輪泰徳 七郷クラブ 船引
〃 白岩秀明 レッドハリケーン 常葉
〃 増子叶泰 レッドハリケーン 常葉
〃 矢吹　慎 七郷クラブ 船引
〃 佐藤志紀 船引クラブ 船引
〃 渡辺裕輔 道之内ハリケーン 都路
〃 矢吹　将 七郷クラブ 船引

外野手 万崎伸也 常葉 BBC 常葉
〃 先崎繁人 日東粉化 滝根
〃 渡辺儀之 船引クラブ 船引
〃 三本菅剛 オプトネクサス 常葉
〃 大和田賢太 梵天川 T・A 野球部 滝根
〃 渡辺清智 都路ダイナマイツ 都路
〃 吉田喜季 都路ダイナマイツ 都路

育成選手 鈴木陽士 オール大越 大越
〃 佐久間悠平 西美田野球部 常葉
〃 助川剛史 船引クラブ 船引

コーチ 先崎晋一 日東粉化 滝根
〃 加藤久生 都路ダイナマイツ 都路
〃 根本修一 オール大越 大越
〃 管野　透 オプトネクサス 常葉

●１回戦　９月２２日　[ 対天栄村 ]　６－０　勝利
●２回戦　９月２９日　[ 対湯川村 ]　３－０　勝利
●３回戦　１０月６日　[ 対矢吹町 ]　１－２　敗戦
　　　　　　　　　　　　　　　　（特別延長８回）

投打に持てる力を発揮　　堂々のベスト16

第７回市町村対抗県軟式野球大会
　万全の体制で迎えた今大会。選手一人一人が持
てる力を十二分に発揮し、優勝を目指しました。
　９月７日の開会式では、佐藤芳一主将が「震災
の中、野球ができることに感謝し、ふるさとに元
気を取り戻せる力になるようプレーします」と力
強く選手宣誓しました。
　１回戦の天栄村戦では、先発樽井投手が３安打
に抑えて完封。打線は１回、美輪泰選手、大和田
選手の連続適時打で３点を先制するなど投打がか
み合い快勝しました。
　２回戦の湯川村戦では、樽井投手、湯佐投手の
継投で零封。根内選手などの適時打で中盤に加点
し、勝利しました。
　３回戦の矢吹町戦では、樽井投手が好投し７回
まで矢吹打線を零に抑えました。打線は大会屈指
の柏村投手に食い下がり、特別延長戦で１点をも
ぎ取りましたが、最後は力及びませんでした。
　負けても悔いなしに、全員が再起を誓いました。


